
～地域と病院を紡ぐ～ 連携広報誌
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小児科では、NICU・小児救急～病児保育まで整備し、近隣の方がいざという時に利用いただけるような体制を

作っています。そして、地域の先生方と共に、安心して子育てができる社会を築いていきたいと考えています。
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“緊密な連携で安心して子育てできる環境作りを”
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当院は、市内で唯一の周産期から小児までの入院施設を持った中核病院です。相模原市小児救急システムの多く

を当院が担当し、一次救急の市メディカルセンターと三次救急の北里大学病院と連携をとった救急診療にあたって

います。また、各分野の常勤専門医と、北里大学病院からの応援で、幅広い専門外来を行っています。

令和4年4月より6名の常勤小児科医で診療を行っております。今後も先生方と協力し、地域の子供たちの健康増進、

そして安心して育児ができる環境づくりを続けていきたいと思います。

小児救急医療の中核、充実した専門分野
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■資格

日本小児科学会専門医・指導医
日本周産期・新生児医学会（新生児）専門医

安心して出産・育児ができる環境づくりを応援～ＮＩＣＵ～

医師紹介

NICUは神奈川県周産期救急医療システムの『協力病院』

として、基幹病院である北里大学病院周産期センターと連

携を取り入院加療が必要な新生児の医療を２４時間体制で

提供しています。

対象疾患：低出生体重児、極低出生体重児、双胎、多胎、新生

児一過性多呼吸、呼吸窮迫症候群、慢性肺疾患、心室中隔欠

損症、動脈管開存症、大血管転位症、高ビリルビン血症、新生

児消化管アレルギー、体重増加不良、新生児糖尿病、21トリソ

ミー、未熟児網膜症、異常ヘモグロビン症など

また、経験豊富なスタッフ（公認臨床心理士、理学療法士、作

業療法士、 言語聴覚士）とともに育児をサポートしています。
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医長

紺野 寿 （こんの ひさし）
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渡邉 瑠美 （わたなべ るみ）

医員

鈴木 大輝 （すずき ひろき）

■資格

日本小児科学会専門医
日本小児循環器学会専門医

■資格

日本小児科学会専門医

■資格

日本小児科学会専門医
日本アレルギー学会アレルギー専門医

94人

うち

22件

うち

19件

＜2021年入院実績＞小児病棟：302人/年間

＜2021年入院実績＞NICU：94人/年間

（単位：人）
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相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


